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（７月１９日届出分まで）※敬称略
おたんじょうおめでとう

大　留　小　林　　哲（てつ）
　　　　　　真　貴　　　奈津巳
いつまでもおしあわせに
　大　留　大　口　悠　史
　札幌市　木　次　玲　奈
　大　留　常　田　吏　己
　汐　吹　横　山　のどか
おくやみもうしあげます

湯ノ岱　冨江　陽子　59歳　７/15
中須田　久保田榮子　84歳　６/19
中須田　布施シヅヱ　95歳　７/18
大　留　髙橋　　武　88歳　７/ ５
大　留　中澤　嘉一　88歳　７/14
上ノ国　森　　英明　70歳　６/17
汐　吹　笠谷　藤勝　88歳　７/ ４
石　崎　池田　健二　72歳　７/11
石　崎　品田　信子　73歳　７/16
小砂子　花田　正勝　72歳　７/ ５
※掲載の了解をいただいた方のみご紹介しています。
※地名表記については、所属の町内会を掲載しています。
※氏名については正字に置き換えて掲載しています。

よろこび・かなしみよろこび・かなしみ

日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医

病院の都合により変更となることがありますので、
新聞や消防などで確認してください。

父 母

まちの人口と世帯数
（令和２年6月末現在）

前月比
人　口 ４,６５２ 人 －１５
男 ２,１６０ 人 －　５
女 ２,４９２ 人 －１０
世帯数 ２,４６７世帯 －　１

1.健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2.生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5.老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）
わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であることに
誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、町民一
人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づくりにつとめます。

８／２	道立江差病院
	 ☎０１３９－５２－００３６
８／９	上ノ国診療所
	 ☎０１３９－５５－２０１７
８／１０	江差町・勤医協病院
	 ☎０１３９－５２－１３６６
８／１６	江差町・佐々木病院
	 ☎０１３９－５２－１０７０
８／２３	道立江差病院
	 ☎０１３９－５２－００３６
８／３０	乙部町・国保病院（日中）
	 ☎０１３９－６２－２３３１
	 上ノ国診療所（夜間）
	 ☎０１３９－５５－２０１

■お問い合わせ 全国健康保険協会北海道支部
☎０１１－７２６－０３５２（代表）

ジェネリック医薬品に変えてみませんか？
～協会けんぽ北海道支部からのお知らせ～

“新型コロナウイルス感染症拡大防止”のため
各種行事の開催自粛・配慮した取組みをお願いします
　町では７月９日に開催された、連合町内会臨時会において、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各町内会に次のと
おり町内会行事の自粛を要請し、基本的な感染症対策について
お願いしております。

１．町内会行事の自粛要請について
　・地域のお祭りについて
　　町内外の不特定多数の方の参加が見込まれる行事のため
　・敬老会について
　　感染した場合に重症化するリスクの高い高齢者が参加する
　　行事のため
２．総会、役員会などの会議や草刈りなどの環境清掃
　　活動などの多人数が集まる活動における基本的な感染症対
　　策について
　・３密が発生しない座席の配置
　・人と人との距離の確保と換気
　・発熱や咳、倦怠感など体調不良者の参加自粛
　・手指の消毒、マスクの着用
　・参加者名簿を作成して連絡先等を把握する

　一時期に比べて、感染者数は減少しているものの、毎日のよ
うに感染者が確認されているところで、今後も第二波、第三波
に襲われることは容易に予想されており、感染症の脅威が完全
になくなったわけではありません。
　町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　協会けんぽ北海道支部では、加入者の皆さまのお薬代の負担
軽減や健康保険財政の改善につながり、今後の医療費や保険料
率の伸びが抑えられることから「ジェネリック医薬品」の利用
を推進しております。

　医療機関で処方される薬には新薬（先発医薬品）とジェネリッ
ク医薬品（後発医薬品）があり、ジェネリック医薬品を利用す
ることでお薬代が安くなります。

　新薬と同じように体内で有効成分が吸収されるか確認する試
験等を実施しており、その品質は新薬と同等であると厚生労働
省から保証されています。
※利用をご希望される場合は必ずかかりつけの医師・薬剤師に
よくご相談ください。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは？

効き目や安全性に違いはあるの？


